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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動している記録媒体のエッジを検出するエッジ検出装置であって、
　前記記録媒体よりも反射率の高い反射面を備えた反射手段と、
　前記記録媒体及び前記反射手段の反射面に光を照射する光源と、
　前記記録媒体の幅方向に配列された光電変換素子画素を有し、前記光源から照射されて
前記記録媒体及び前記反射手段の反射面で反射された反射光を前記光電変換素子画素で受
光する受光手段と、
　前記受光手段において、予め設定された判定閾値よりも高い出力をする光電変換素子画
素の領域を記録媒体のエッジとして判定する制御手段を有するエッジ検出装置。
【請求項２】
　請求項１記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段は、検出装置本体に対して着脱自在であり、
　前記制御手段は、前記反射手段が装着されている時と装着されていな時の判定閾値をそ
れぞれ有し、同判定閾値を用いて記録媒体のエッジを判定するエッジ検出装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載のエッジ検出装置において、
　前記受光手段からの出力に応じて前記光源から照射される照射光の光量を調整する光量
調整手段を備えたエッジ検出装置。
【請求項４】
　請求項１，２または３記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面の角度を調整する角度調整手段を備えたエッジ検出装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面の汚れを検知する汚れ検知手段を備えたエッジ検出装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面を清掃する清掃手段を備えたエッジ検出装置。
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【請求項７】
　請求項１ないし６の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面の角度を調整する角度調整手段と、
　前記反射面を清掃する清掃手段を有し、
　前記清掃手段による清掃時は前記角度調整手段が前記反射面を清掃可能な位置に移動さ
せるエッジ検出装置。
【請求項８】
　請求項１ないし７の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の有無を検知する手段を備えたエッジ検出装置。
【請求項９】
　請求項１ないし８の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面は、前記光源から照射された光の反射光を、前記受光手段の光電
変換素子画素へ反射する角度に設定されているエッジ検出装置。
【請求項１０】
　請求項９記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面は、同反射面で反射された反射光が、前記受光手段の光電変換素
子画素の幅方向に直線状に集中させるように形成されているエッジ検出装置。
【請求項１１】
　請求項３ないし１０の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記光量調整手段は、前記光源を最大電流で駆動制御する第１のモードと、前記光源へ
の電流を可変制御する第２のモードを有するエッジ検出装置。
【請求項１２】
　請求項３ないし１０の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記受光手段からの出力に応じて前記光源から照射される光の光量を制御する光量調整
モードを有するエッジ検出装置。
【請求項１３】
　請求項３ないし１０の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面で反射される反射光をより多く前記受光手段の光電変換素子画素
へ反射する角度に制御する角度調整モードを有するエッジ検出装置。
【請求項１４】
　請求項６ないし１３の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記反射手段の反射面を、自動清掃する清掃モードを有するエッジ検出装置。
【請求項１５】
　請求項７ないし１４の何れか１つに記載のエッジ検出装置において、
　前記記録媒体のエッジを検出する複数のモードを有し、
　前記反射手段の有無を検知する手段からの検知結果に基づき、前記複数のモードを選択
的に切替えることを特徴とするエッジ検出装置。
【請求項１６】
　像担持体に形成されたトナー像を転写する転写部と、前記転写部へ向かって給紙部に収
納されている記録媒体が搬送される搬送経路と、前記転写部よりも記録媒体移動方向上流
側に配置されていて、移動する記録媒体のエッジを検出するエッジ検出装置を備えた画像
形成装置において、
　前記エッジ検出手段として、請求項１ないし１５の何れか１つに記載のエッジ検出手段
を有することを特徴とする画像形成装置。
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